
第89回リニアドライブ技術委員会議事録案

日時:平成 16年4月 16日(金)13:00"'15:00 
場所:八重洲センタービル会議室

出席者:委員長 大崎(東京大)

副委員長北野(JR東海)
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委員 小豆津(神戸大)、築島(三菱電機)、引原(京都大)、水間(交通研)、牧(東海大)、

村本(東洋電機製造)、山田(金沢大)、渡辺 (FDK)、檎井(長野高専)、

矢野(産総研)

幹事

幹事補佐

提出資料

水野(信州大)、村井(鉄道総研)

鳥居(武蔵工業大)

89-1 第 88回リニアドライブ技術委員会議事録案(鳥居幹事補佐)

89-2 リニアドライブ技術委員会名簿(鳥居幹事補佐)

89-3 研究会開催における部門と支部の協賛、共催について(依頼) (大崎委員長)

89-4 平成 16年度リニアドライブ関連各委員会予定一覧(鳥居幹事補佐)

("1 89・5 LD技術委員会傘下の各委員会の資料提出スケジュール(案) (真田幹事補佐)

89-6 リニアドライブ研究会(水野幹事)

89-7 研究会、見学会のご案内(水問委員)

89-8 委員会構成員変更届(矢野委員)

89θ 超電導磁気浮上式鉄道の技術的成熟度調査専門委員会 (SL D)活動報告(北野副委員長)

89・10 産業用リニアモータの特性測定法と評価方法調査専門委員会 (MEL)活動報告(水野幹事)

89圃 11 第 4回超電導磁気浮上式鉄道の技術的成熟度調査専門委員会議事録(北野副委員長)

89・12 第 5回産業用リニアモータの特性測定法と評価方法調査専門委員会議事録(水野幹事)

89・13 多自由度モータとその要素技術調査専門委員会 (MDD)活動報告(矢野委員)

89・14 第 12回多次元ドライブシステム調査専門委員会議事録(矢野委員)

89・15 磁気支持応用機器におけるダイナミクス調査専門委員会解散報告書第2次案(村井幹事)

89圃 16 磁気支持応用機器における高機能化協同研究委員会設置趣意書第2次案(村井幹事)

89・17 磁気支持応用機器におけるダイナミクス調査専門委員会 (MLV)活動報告(村井幹事)

89・18 リニア電磁駆動装置解析手法の体系化調査専門委員会 (LMD)活動報告(検井委員)

89・19 第 11回リニア電磁駆動装置解析手法の体系化調査専門委員会議事録(撒井委員)

89・20 委員会構成員変更届(村井幹事)

89・21 委員会構成員変更届(檎井委員)

l) 議事

議事に先立ち、電気学会優秀論文発表賞A (LD研究会関係)の贈呈が行われた。

1 議事録確認

資料 89-1を用いて議事録確認を行い、承認された。

2 報告事項

2.1資料 89-2を用いて、委員会名簿の確認を行った。

2.2大崎委員長より、 D部門研究調査運営委員会の報告があった。資料 89-3を用いて、研究会の支部と

の協賛、共催への協力についての依頼があり、手順についての説明があった。

2.3資料 89-4を用いて、平成 16年度各委員会の予定を確認し、以下の修正があった。

(1) LD研究会 :7月の研究会の日程を 7/22，23に確定

(2) LD研究会 :11月の研究会の日程を 11/11，12に、場所を東京に確定

(3) LMD委員会:4/22，7114，912，1119， 11未定， 3/10の開催予定を追加

2.4資料 89-5を用いて、大崎委員長より、スケジュールの確認が行われた。関連して、 D部門大会シン

ポジウムの企画が進行中であることが紹介された。

2.5資料 89-6を用いて、水野幹事より、 6/24，25実施予定のLD研究会についての紹介があった。発表件
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数は21件である。また、資料 89・7を用いて、水問委員より、 7/22，23実施予定の交通・電気鉄道/

リニアドライブ合同研究会についての紹介があり、申し込みが近いので積極的な参加を、との呼び

かけがあった。

2.6資料 89-8を用いて、矢野委員より、 MDD委の委員追加についての報告があった。

2.7資料 89・20を用いて、村井幹事より、 MLV委の委員追加及び、幹事補佐交替についての報告があっ

た。

2.8資料 89-21を用いて、検井委員より、 LMD委の委員交替についての報告があった。

3 審議事項

3.1資料 89-15を用いて、村井幹事より、磁気支持応用機器におけるダイナミクス調査専門委員会解散

報告書の第2次案の説明があった。若干の修正の後承認され、上部委員会に提出することとした。

3.2資料 89・16を用いて、村井幹事より、新MLV委員会設置趣意書の第2次案について、今回は「磁

気支持応用機器における高機能化」をターゲ、ツトとした協同研究委員会として設置したいとの説明

があった。委員会名を「におけるJから「のJに変更する、報告形態に産業応用フォーラムを入れ

た方がよい、会計収支報告が明確にできるように管理する事についての指摘があった。字句修正の

後、電子メールで再審議することとした。

4 各調査専門委員会活動報告

資料 89・9"'89-14及び資料 89-17"'89-19を用いて、各調査専門委員会からの活動報告があった。次回

から、活動報告では出席率を明記することとした。

以上
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